
●対話の場の開催フロー 

【対象】景観法による届出及び通知、建築基準法による建築確認申請、大阪市屋外広告物条例に 

よる屋外広告物許可申請 

 

 申請者 協議会 

見解書の作成 

・申請者は、提案書の内容に対

する見解や改善策を見解書

として取りまとめる。 
見解書の確認 

・協定委員会は、見解書の内容

を確認し、問題がなければ受

理する。 

・改善策が不十分などの場合に

は必要に応じて再度提案書

を作成する。 

経過の取りまとめ 

・意見聴取の経過を取りまと

め、大阪市に報告するととも

に協議会で保管する。 

意見の聴取の結果の報告 

・申請者は、意見聴取の結果を

市長に報告する。 

意見聴取の申請 

・申請者は、申請書及び添付図

書を事務局に提出する。 

対話の場の開催 

・申請者から協定委員会に対して計画内容やまちなみ形成のルールへの適応の考

え方などを説明し、説明内容に関して両者で対話を行う。 

提案書の作成 

・協定委員会は、まちなみ形成

のルールへの適合状況を判

断し、対話の場における対話

の内容等を踏まえてまちな

み形成に向けた提案書を作

成する。 

申請の受理 

・事務局は、申請の受理後、申

請者からの対話の場の開催

について日程調整を行う。 

事前相談 

・意見聴取の申請を予定する者

は、事前に申請に関して事務

局に相談する。 

景観づくりの考え方の説明 

・事務局は、申請予定者に対し

て景観づくりの考え方や申

請の手続き等を説明する。 


